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ハ
ン
ス
・
Ｊ
・
ト
イ
テ
ベ
ル
ク
著

　
　
『
ド
イ
ツ
産
業
共
同
決
定
史
』

　
本
書
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
古
く
し
か
も
新
し
い
問
題
で
あ
る
労
使

協
調
の
現
実
形
態
と
そ
の
思
想
の
発
展
史
を
分
析
の
対
象
と
し
て
い

る
。

　
周
知
の
如
く
、
ヴ
ィ
マ
ー
ル
共
和
国
の
『
経
営
協
議
会
法
』
が
、
第

二
次
大
戦
後
新
た
な
装
を
こ
ら
し
て
『
共
同
決
定
法
』
及
び
『
経
営
組

織
法
』
と
し
て
復
活
し
て
以
来
、
労
働
者
の
経
営
参
加
の
問
題
が
、
現

代
西
ド
イ
ツ
社
会
政
策
研
究
あ
る
い
は
経
営
社
会
学
研
究
の
主
要
な
課

題
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
。
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
の
社
会
研
究
所
編
に

な
る
S
o
z
i
a
l
e

F
o
r
s
c
h
u
品
u
n
d

P
r
a
x
i
s
”
叢
書
の
第
十
五
巻
と
し

て
現
わ
れ
た
本
書
は
、
第
一
次
大
戦
以
後
の
ド
イ
ツ
経
営
組
織
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾

る
Ｏ
・
ノ
イ
ロ
ー
の
理
論
的
研
究
の
後
を
う
け
て
、
「
共
同
決
定
の
客

観
的
、
思
想
的
前
提
の
成
立
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
」
（
X
V
ぺ
ー
ジ
）

を
課
題
と
し
て
い
る
。
本
書
は
、
従
来
の
共
同
決
定
の
研
究
で
は
前
史

的
な
住
設
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
一
九
世
紀
に
お
け

る
そ
の
先
行
形
態
を
取
扱
っ
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
体
系
的
な
研
究
書
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
新
し
い
視
角
か
ら
の
ド
イ
ツ
社
会
政
策
史
研
究

と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
。

　
著
者
が
本
書
で
使
用
し
て
い
る
「
共
同
決
定
」
（
M
i
t
b
e
s
t
i
m
m
u
n
已

な
る
概
念
は
、
通
常
労
働
法
で
使
用
さ
れ
て
い
る
概
念
よ
り
も
は
る
か

に
広
く
、
「
労
働
者
が
経
営
及
び
経
済
の
構
成
体
に
参
加
す
る
あ
ら
ゆ

る
可
能
な
諸
形
態
」
（
X
崩
ぺ
ー
ジ
）
を
包
括
す
る
。
か
か
る
概
念
設

定
が
既
に
著
者
の
共
同
決
定
説
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
著
者
ト
イ
テ
ベ
ル
ク
に
あ
っ
て
は
、
「
共
同
決
定
」

と
は
、
「
経
済
的
・
社
会
的
権
力
分
割
の
新
し
い
原
理
」
で
あ
る
。
共

同
決
定
の
問
題
を
、
単
に
一
経
営
内
の
制
度
的
問
題
に
と
ど
め
ず
「
工

場
労
働
者
を
包
み
込
む
新
し
い
産
業
秩
序
を
下
か
ら
作
上
げ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
社
会
的
要
因
」
（
M
圖
ぺ
ー
ジ
）
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
、

こ
れ
が
著
者
の
基
本
的
視
角
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
書
か
れ
た
木
書
の
特
徴
は
、
次
の
点
に
あ

る
。
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日
、
共
同
決
定
の
問
題
に
た
ず
さ
わ
っ
た
実
践
的
な
社
会
改
良
家
の
思

　
想
系
譜
が
’
　
　
　
V
o
r
m
a
r
z
（
一
八
四
八
年
三
月
革
命
以
前
）
に
ま
で
さ

　
か
の
ぼ
っ
て
追
求
さ
れ
て
い
る
。

白
‥
、
経
営
組
織
の
拡
大
化
と
経
営
の
意
志
形
成
の
変
化
と
の
内
的
関
連

　
が
歴
史
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

目
、
一
八
九
一
年
の
『
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
法
』
に
対
し
て
、
高
い
意
義
を

　
認
め
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
、

第
一
部
　
労
働
者
の
共
同
決
定
権
に
関
す
る
理
論
の
成
立
―
第
一
章

　
v
o
｢
m
町
s
に
お
け
る
社
会
改
良
家
の
思
想
、
第
二
章
　
四
八
年
革

　
命
に
お
け
る
民
主
的
『
労
働
組
織
』
の
要
求

第
二
部
　
自
発
的
な
制
限
を
行
っ
た
企
業
家
支
配
力
（
{
y
t
a
n
多
目
1

　
a
努
w
訃
｝
の
現
実
諸
形
態
―
第
一
章
　
経
営
の
労
働
者
自
治
の

　
萌
芽
と
し
て
の
組
合
救
済
金
庫
制
度
、
第
二
章
　
工
場
疾
病
金
庫
幹

　
部
会
か
ら
経
営
代
表
制
度
の
最
初
の
形
態
と
し
て
の
労
働
者
委
員
会

　
へ

第
三
部
　
企
業
家
支
配
力
の
法
的
制
限
を
め
ぐ
る
闘
争
―
第
一
章

　
法
定
労
働
者
代
表
制
度
の
実
施
の
試
み
、
第
二
章
　
一
八
九
一
年
の

　
　
『
ペ
ル
レ
プ
シ
ュ
法
』
に
よ
る
任
意
労
働
者
委
員
会
、
第
三
章
　
恒

　
常
的
経
営
代
表
制
度
の
問
題
の
中
で
の
鉱
山
業
の
特
別
な
位
置
、
第

　
四
章
　
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
超
企
業
的
法
定
労
働
者
代
表
制
度
の

　
設
置
へ
の
努
力
、
第
五
章
　
第
一
次
大
戦
中
に
お
け
る
強
制
経
営
代

　
表
制
度
の
全
面
的
実
施

　
見
ら
れ
る
如
く
、
大
体
に
お
い
て
年
代
を
追
っ
た
問
題
整
理
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
全
体
に
わ
た
っ
て
思
想
史
的
記
述
と
実
態
分
析
の
組
合

せ
と
い
う
極
め
て
複
雑
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
次
に
、
章
を
追
っ
て

そ
の
大
要
を
紹
介
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
一

　
第
一
部
　
第
一
章
で
は
、
V
O
r
m
a
r
z
に
お
け
る
共
同
決
定
思
想
の

創
始
者
た
ち
の
思
想
系
譜
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
家
の
略
伝
を
お
り
ま

せ
な
が
ら
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る

共
同
決
定
権
の
思
想
的
萌
芽
は
、
ド
イ
ッ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
精

神
運
動
を
背
景
に
し
て
生
ま
れ
、
当
時
の
自
山
主
義
者
た
ち
に
よ
っ

て
「
自
由
競
争
の
中
で
個
々
人
の
力
を
倍
加
し
、
殊
に
労
働
者
に
自
立

性
を
獲
得
さ
せ
る
」
も
の
と
考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
Ｊ
ｒ
ｓ
に
回
０
弓

の
理
念
の
中
に
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
中
世
的

な
身
分
的
社
会
秩
序
が
崩
壊
し
、
個
人
の
孤
立
化
が
明
白
に
な
っ
た
時

現
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
｢
A
s
s
o
z
i
a
t
i
o
n

ヘ
の
呼
び
か
け
は
、
基
本

的
に
は
、
ま
さ
し
く
社
会
・
経
済
秩
序
の
新
規
則
を
意
味
し
て
い
る
」

　
（
六
ペ
ー
ジ
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
著
者
は
、
通

例
の
社
会
思
想
史
に
見
ら
れ
る
叙
述
と
は
異
っ
て
、
社
会
改
良
家
た
ち

の
実
践
的
な
提
案
を
追
求
し
て
い
る
。
著
者
に
従
え
ば
、
共
同
決
定
の

最
初
の
提
案
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク
の
精
神
的
中
心
と

言
わ
れ
た
バ
ー
ダ
ー
｛
}
t
n
L
F
t
F
r
a
n
z

X
a
v
e
r

v
.

B
a
a
d
e
こ

に

認
め
ら
れ
る
。
著
者
が
、
労
働
者
の
貧
困
問
題
を
慈
善
的
手
段
で
解
決

し
よ
う
と
し
て
い
た
当
時
の
社
会
改
良
家
た
ち
か
ら
、
バ
ー
ダ
ー
の
提
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案
を
区
別
し
て
い
る
点
は
、
バ
ー
ダ
ー
が
議
会
に
対
し
て
労
働
者
の
代

表
権
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
こ
れ
ま
で
の
制
度
や
考
え
方
で

は
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
市
民
化
』
は
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
革
命
に
よ
ら
ぬ
社
会
の
有
機
的
な
自
己
改
新
が
バ
ー
ダ
ー
の
究

極
目
標
で
あ
っ
た
」
（
一
五
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。
第
二
の
提
案

者
は
、
ヴ
ォ
ー
ル
ヴ
ィ
ル
(
I
m
m
a
n
u
e
l

W
o
h
l
w
i
l
l
)
で
あ
る
。
彼
は

　
「
労
働
か
ら
引
出
さ
れ
る
利
潤
が
雇
主
だ
け
の
利
益
に
な
る
と
い
う
不

正
」
を
排
し
、
「
正
義
に
か
な
っ
た
賃
金
体
系
」
の
実
現
を
要
求
し
た
。

　
「
労
働
者
の
協
力
の
下
で
行
わ
れ
る
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
賃
金
協

定
」
（
二
三
ぺ
ー
ジ
）
と
い
う
ヴ
ォ
ー
ル
ヴ
ィ
ル
の
提
案
を
、
著
者
は

　
「
企
業
家
支
配
力
の
制
限
に
つ
い
て
の
最
初
の
提
案
」
と
し
て
注
目
し

て
い
る
。
バ
ー
ダ
ー
や
ヴ
ォ
ー
ル
ヴ
ィ
ル
の
提
案
を
一
歩
す
す
め
て
、

は
じ
め
て
一
種
の
労
働
者
委
員
会
の
構
想
を
打
出
し
た
の
は
、
モ
ー
ル

笏
0
ざ
9
t
V
.

M
o
h
l
)
で
あ
る
。
彼
は
労
使
の
利
益
分
配
の
み
に
従
事

す
る
『
工
場
労
働
者
代
表
制
』
（
F
a
b
r
i
k
a
r
b
e
i
t
e
r
-
A
b
o
r
d
n
u
品
)

を
構
想
し
た
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
ペ
ル
タ
ー
ラ
ー
(
J
o
h
a
n
n
e
s

A
l
o
i
s

P
e
r
t
h
a
l
e
r
)
に
よ
っ
て
一
般
化
さ
れ
て
、
こ
こ
に
労
働
者
委
員
会
が

　
「
社
会
的
経
営
共
同
体
の
考
え
と
結
び
」
つ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
、
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
著
者
は
、
こ
の
章
を
次
の
如
く
結
ん
で

い
る
。
「
信
頼
し
う
る
社
会
的
経
営
制
度
と
全
社
会
秩
序
と
の
間
の
関

連
を
認
識
し
、
全
体
性
の
自
覚
へ
向
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
共

同
決
定
権
理
論
の
最
初
の
創
始
者
た
ち
の
決
定
的
な
功
績
で
あ
る
、
」

　
（
四
四
ぺ
ー
ジ
）
と
。

　
つ
づ
く
第
二
章
で
は
、
四
八
年
革
命
の
中
で
現
わ
れ
て
き
た
共
同
決

定
思
想
が
、
職
人
層
あ
る
い
は
工
業
労
働
者
層
の
運
動
と
関
連
し
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
期
の
共
同
決
定
思
想
は
、
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

職
人
会
議
』
の
決
議
の
中
に
も
り
こ
ま
れ
た
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
ブ
レ
ヒ

｛
内
回
}
G
e
o
r
g

W
i
n
k
e
l
b
l
e
c
h
)
の
『
経
済
連
邦
主
義
制
度
』
の
構
想

と
『
労
働
者
中
央
委
員
会
』
を
指
導
し
た
ボ
ル
ン
(
S
t
e
p
h
a
n

B
o
r
n
)

の
思
想
に
代
表
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
ブ
レ
ヒ
の
構
想
は
、
一
方
で
は

資
本
主
義
的
自
由
競
争
を
、
他
力
で
は
社
会
主
義
を
批
判
し
つ
つ
、
ツ

ン
フ
ト
制
度
の
復
活
を
唱
導
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
の
意
図

は
、
当
時
の
批
評
家
た
ち
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
中
世

的
な
身
分
秩
序
へ
の
復
帰
な
ど
に
は
な
く
、
「
新
し
い
工
場
工
業
が
明

ら
か
に
包
み
込
ま
れ
る
」
（
六
五
ペ
ー
ジ
）
の
よ
う
な
「
団
体
の
編
成
」

に
あ
っ
た
と
述
べ
、
こ
の
意
味
で
の
進
歩
性
を
著
者
は
指
摘
す
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
ボ
ル
ン
の
思
想
は
、
ツ
ン
フ
ト
思
想
と
階
級
闘
争
思
想

と
を
同
時
に
排
除
す
る
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
社
会
主
義
」
と
規
定
さ
れ

る
が
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
ブ
レ
ヒ
と
は
逆
に
、
ボ
ル
ン
に
あ
っ
て
は
「
小
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
・
手
工
業
的
思
想
か
ら
完
全
に
自
由
で
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
」
（
八
七
ぺ
ー
ジ
）
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
言
う

と
こ
ろ
を
総
括
す
れ
ば
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
ブ
レ
ヒ
は
職
人
層
を
足
場
に
、

ボ
ル
ン
は
工
場
労
働
者
層
を
足
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
新
し
い

時
代
に
適
合
し
た
「
労
働
組
職
」
を
要
求
す
る
が
、
両
者
と
も
職
人
層

と
工
業
労
働
者
層
を
一
つ
の
秩
序
に
統
合
し
よ
う
と
し
て
い
た
点
に
限

界
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
限
界
を
越
え
て
、
工
場
で
は
「
手
工
業
と
は
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全
く
別
な
秩
序
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
手
工
業
と
は
異

っ
た
『
工
場
営
業
条
令
』
（
F
a
b
r
i
k
-
G
e
w
e
r
b
e
-
O
r
d
n
u
品
）
を
要
求

し
た
の
が
、
デ
ー
ゲ
ン
コ
ル
プ
{
c
a
}
D
e
g
e
n
k
o
l
b
)
で
あ
る
と
言

わ
れ
る
。
著
者
は
、
フ
ラ
ン
ブ
フ
ル
ト
国
民
議
会
の
経
済
委
員
会
に
お

け
る
多
数
派
草
案
と
少
数
派
草
案
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
分
析
し
た

後
、
デ
ー
ゲ
ン
コ
ル
プ
の
要
求
が
少
数
派
草
案
第
三
条
の
『
工
場
規

則
』
及
び
第
四
条
の
『
同
業
組
合
に
つ
い
て
』
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
殊
に
そ
の
第
三
条
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
構
成
の

点
で
も
、
そ
の
権
能
の
点
で
も
、
後
の
経
営
労
働
者
委
員
会
さ
ら
に
今

日
の
経
営
協
議
会
の
先
駆
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
」
（
一
一
一
ぺ
ｌ

ジ
）
と
そ
の
歴
史
的
意
義
を
評
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
少
数
派
草
案

に
対
す
る
同
様
な
評
価
は
他
に
も
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
し
か
し
、
そ
の
思
想
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
ま
さ
し
く
著
者
の
功
績
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
二

　
第
二
部
　
こ
こ
で
の
著
者
の
課
題
は
、
経
営
内
に
お
け
る
労
働
者
自

治
組
織
の
発
展
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
手
工

業
に
お
け
る
職
業
身
分
的
な
救
済
金
庫
制
度
の
成
立
か
ら
、
マ
ニ
’
フ

ァ
ク
チ
ュ
ア
及
び
工
場
の
疾
病
金
庫
制
度
へ
の
発
展
が
論
究
さ
れ
て
い

る
。
著
者
が
こ
の
よ
う
な
制
度
に
着
目
す
る
の
は
、
そ
の
管
理
に
あ
た
っ

て
、
「
労
働
者
と
企
業
家
の
共
同
で
の
み
解
決
さ
れ
う
る
よ
う
な
多
数

の
問
題
が
繰
返
し
現
わ
れ
る
」
（
一
一
七
ペ
ー
ジ
）
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
ツ
ン
フ
ト
制
度
の
下
で
発
達
し
た
救
済
金
庫

制
度
は
、
そ
の
本
来
の
相
互
扶
助
的
機
能
の
ほ
か
に
、
職
業
身
分
代
表
的

な
機
能
も
有
し
て
い
た
。
こ
の
後
者
の
機
能
は
、
手
工
業
に
お
け
る
友

愛
組
合
(
B
r
乱
e
r
s
c
h
a
f
t
)
か
ら
職
人
組
合
(
G
a
匹
a
訃
叫
t
)
へ
の

発
展
の
中
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
鉱
山
の
坑
夫
組
合
（
内
自
宅
l

s
c
h
a
f
t
)
で
は
、
当
初
か
ら
両
者
の
機
能
が
統
合
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

著
者
は
資
料
的
に
確
認
し
て
い
る
。
次
に
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
か

ら
機
械
制
工
場
へ
と
経
営
規
模
が
発
展
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
こ
の
制

度
が
、
量
的
に
飛
躍
的
な
拡
大
を
示
す
と
と
も
に
、
経
営
秩
序
の
維
持

と
い
う
性
格
を
強
め
て
い
く
過
程
が
、
磁
器
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
、

織
物
産
業
、
大
紋
工
業
等
に
つ
い
て
実
証
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
章
で
は
、
こ
れ
が
、
一
九
世
紀
中
頃
よ
り
、
さ
ら
に
経
営
代
表

制
の
力
向
へ
発
展
す
る
に
至
る
経
緯
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
展

の
意
義
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
「
経
営
疾
病
金
庫
幹
部
会
が
経
営
代
表

的
機
能
を
も
っ
た
労
働
者
委
員
会
へ
発
展
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

参
加
者
に
は
正
し
く
息
識
さ
れ
な
く
と
も
、
工
場
の
新
し
い
人
的
組
織

形
態
と
新
し
い
社
会
的
経
営
制
度
が
生
れ
た
」
（
二
〇
九
ペ
ー
ジ
）
と

述
べ
、
こ
の
時
期
に
設
置
さ
れ
た
任
意
労
働
者
委
員
会
の
性
格
を
三
つ

の
類
型
に
分
け
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
当
時
の
任
意

労
働
者
委
員
会
の
設
置
を
「
自
発
的
な
制
限
を
行
っ
た
企
業
家
支
配

力
」
と
し
て
と
ら
え
る
著
者
の
視
角
か
ら
、
い
き
お
い
企
業
家
の
動
機

に
基
い
て
類
型
化
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
次
に

そ
の
三
つ
の
類
型
を
示
し
て
お
く
な
ら
ば
ｉ
Ｂ
、
社
会
－
自
由
主
義

的
委
員
会
。
私
経
済
的
利
用
性
の
原
理
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
。
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０
‐
、
社
会
―
倫
理
的
委
員
会
。
経
営
に
お
け
る
労
使
対
立
を
、
人
間
相

互
間
の
キ
リ
ス
ト
教
的
調
和
の
欠
如
に
帰
す
る
考
え
か
ら
生
れ
て
き

た
。
�
、
立
憲
的
工
場
制
度
。
国
家
領
域
に
お
け
る
権
力
分
立
を
モ
デ

ル
に
し
て
、
絶
対
主
義
的
工
場
主
に
労
働
者
議
会
を
対
置
し
、
さ
ら
に

両
者
の
権
利
、
義
務
を
規
定
し
た
工
場
規
則
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
著
者
は
、
特
に
こ
の
立
憲
君
主
制
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
経

営
代
表
制
度
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
他
の
二
者
と
異
っ

て
、
労
働
者
の
「
権
利
の
制
度
」
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
開
明
的
な
工
場

主
ら
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
著
者
は
、
か
か
る
任
意
労
働
者
委
員
会
に
対
す
る
賛
否
両

論
に
論
及
し
て
い
る
。
社
会
政
策
学
会
に
お
け
る
諸
兌
解
、
殊
に
シ
ュ

モ
ラ
ー
（
(
い
回
t
a
v

V
.

S
c
h
m
o
l
l
e
r
)
の
労
働
者
委
員
会
擁
護
諭
、
社

会
民
主
党
に
お
け
る
正
統
派
と
修
正
派
の
対
立
、
及
び
シ
ュ
ト
ウ
ム

(
c
a
r
l

F
e
r
d
i
n
a
乱
F
r
e
i
h
e
r
r

v
.

S
t
u
m
m
-
H
a
l
b
e
r
g
)
を
は
じ
め

と
す
る
企
業
家
団
体
の
｝
{
Q
a
l
l
l
}
{
呂
S
的
立
場
か
ら
の
反
対
論

を
紹
介
し
た
の
ち
、
著
者
は
、
労
働
者
委
員
会
形
成
の
阻
止
要
因
と
し

て
の
社
会
民
主
党
正
統
派
の
原
則
的
反
対
と
並
ん
で
、
シ
ュ
ト
ウ
ム
の

拒
否
的
態
度
に
つ
い
て
、
「
労
働
者
委
員
会
に
対
す
る
シ
ュ
ト
ウ
ム
の

無
条
件
的
拒
否
は
、
労
働
者
委
員
会
の
発
展
に
、
と
も
か
く
決
定
的
な

影
響
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
な
拒
否
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ド
イ
ッ
に

お
け
る
経
営
代
表
制
度
は
、
き
っ
と
、
も
っ
と
速
く
、
も
っ
と
順
調
に

発
展
し
て
い
た
だ
ろ
う
」
（
三
〇
二
ペ
ー
ジ
）
と
評
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
三

　
第
三
部
　
こ
こ
で
は
、
五
つ
の
章
に
わ
た
っ
て
、
四
八
年
革
命
後
か
ら

第
一
次
大
戦
に
至
る
労
働
者
代
表
制
度
の
立
法
化
の
発
展
史
が
跡
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
「
企
業
家
支
配
力
の
法
的
制
限
を
め
ぐ
る
闘

争
」
と
理
解
す
る
の
が
著
者
の
兌
方
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
一
八
九

〇
年
の
ビ
ス
マ
ル
ク
の
失
脚
ま
で
の
期
間
が
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
著
者

に
よ
れ
ば
、
企
業
家
支
配
力
の
法
的
制
限
の
は
じ
ま
り
は
、
一
八
四
九

年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
営
業
協
議
会
(
(
y
g
a
y
昌
こ
の
設
置
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
「
そ
の
発
令
の
際
に
す
で
に
死
因
を
宿
し
て
い
た
」
（
三
三
三
ペ

ー
ジ
）
た
め
に
、
四
八
年
革
命
期
の
社
会
的
不
安
の
通
風
弁
と
し
て
の

政
治
的
役
割
を
果
し
た
が
、
労
使
の
対
立
克
服
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら

寄
与
す
る
と
こ
ろ
な
く
終
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
か
か
る
プ
ロ
イ
セ
ン
で

の
挫
折
に
対
し
て
、
革
命
時
代
の
ザ
ク
セ
ン
王
国
に
お
け
る
内
務
大
臣

ヴ
ァ
イ
ン
リ
ヒ
(
A
l
b
e
r
t
c
h
r
i
s
t
i
a
n

W
e
i
n
l
i
g
)
の
法
定
労
働
者
代
表

制
の
草
案
は
、
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
定
経
営
代
表
制
に
つ
い
て
の
責

任
あ
る
政
府
の
最
初
の
提
案
」
（
三
四
三
ペ
ー
ジ
）
で
あ
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
共
同
決
定
思
想

の
昂
揚
も
、
つ
づ
く
反
動
期
に
は
停
滞
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
帝
国

創
設
期
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
商
務
次
官
ロ
ー
マ
ン
(
c
h
r
i
s
t
i
a
n
T
h
e
乱
〇
r

L
o
h
m
a
n
己
の
提
案
が
現
わ
れ
た
が
、
こ
れ
も
ビ
ス
マ
ル
ク
の
反
対

に
あ
っ
て
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
よ
う
や
く
一
八
八
九
年
の
鉱
山
労

働
者
ス
ト
ラ
イ
キ
の
勃
発
、
及
び
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
の
二
月
勅
語
が

出
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
「
労
働
者
委
員
会
の
法
的
規
制
は
、
聞
近
に
迫

っ
た
。
」
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『
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ブ
綱
領
』
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
社
会
主
義

的
な
自
由
労
働
組
合
が
、
レ
ギ
ー
ン
(
c
a
{
に
呪
g
}
の
指
導
の
下

に
次
第
に
経
営
代
表
制
度
の
問
題
に
積
極
的
な
態
度
を
示
し
て
き
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
社
会
民
主
党
の
修
正
主
義
化
と

第
一
次
大
戦
勃
発
の
際
の
「
政
治
的
城
内
平
和
」
と
が
労
働
者
委
員
会

の
設
置
に
好
都
合
な
条
件
を
な
す
に
至
っ
た
こ
と
を
論
及
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
著
者
は
、
か
か
る
労
働
者
側
の
積
極
的
態
度
に
照
応
し
て
、

直
接
的
に
は
純
軍
事
的
必
要
か
ら
生
れ
た
一
九
一
六
年
の
『
祖
国
補
助

勤
務
法
』
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
全
ド
イ
ツ
産
業
の
中
に
強
制
的
な
経

営
代
表
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
「
と
く
に
補
助
動
務
法
は

国
家
を
H
e
r
r
-
i
m
-
H
a
u
s
e
的
立
場
の
援
助
か
ら
決
定
的
に
と
き
は

４
　
×
　
　
４
　
１
　
Ｓ
　
Ｓ
　
Ｉ
　
１
　
４
　
Ｓ
　
ｉ
　
ｉ
　
ｌ
　
ｘ
　
ｘ
　
ｉ
　
ｉ
　
ｉ
　
ｉ
　
ｌ
　
ｘ
　
１
　
４
　
Ｓ
　
Ｘ

な
ち
、
そ
し
て
経
営
の
中
で
の
労
働
者
の
半
隷
属
状
態
を
終
結
さ
せ

た
」
（
五
三
四
ペ
ー
ジ
）
と
結
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
四

　
以
上
が
本
書
の
あ
ら
ま
し
の
内
容
で
あ
る
。
今
日
、
西
ド
イ
ッ
共
同

決
定
権
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
研
究
書
が
出
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
の
領
域
と
も
言
う
べ
き
、
一
九
世
紀
に

お
け
る
そ
の
史
的
発
展
を
、
厖
大
な
資
料
を
駆
使
し
て
跡
づ
け
て
い
る

本
書
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
西
ド
イ
ッ
に
お
い

て
も
、
甚
だ
貴
重
な
業
績
と
言
い
う
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
か
か
る

力
作
の
全
貌
を
ど
れ
ほ
ど
に
伝
え
得
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
と
も

あ
れ
本
書
が
、
既
に
出
さ
れ
て
い
る
Ｈ
・
ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
の

　
㈲

書
評
と
は
別
の
問
題
を
私
に
懐
か
せ
た
の
で
、
最
後
に
感
じ
た
ま
ま
の

問
題
点
を
示
し
て
お
き
た
い
。

日
、
前
述
し
た
如
く
、
本
書
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会

経
済
委
員
会
の
少
数
派
草
案
に
至
る
思
想
的
系
譜
の
解
明
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
著
者
の
功
績
で
あ
る
と
評
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
著
者
は
そ
れ
ら
改
良
家
た
ち
の
思
想
活
動
の
到
達
し
た
結
果

だ
け
か
ら
そ
の
系
譜
を
追
っ
て
い
る
た
め
、
彼
ら
の
個
性
が
ヴ
ィ
ヴ
ィ

ッ
ド
に
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
叙
述
上
の
難
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。

日
０
、
一
九
世
紀
中
頃
に
現
わ
れ
た
任
意
労
働
者
委
員
会
の
性
格
に
つ
い

て
、
著
者
は
企
業
家
の
動
機
か
ら
説
明
を
お
こ
た
っ
て
い
る
が
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
と
労
働
運
動
の
発
展
の
中
で
、
こ
の
よ

う
な
任
意
労
働
者
香
具
会
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
著
者
に
と
っ
て
は
、

労
働
者
の
た
め
の
福
祉
施
設
を
で
は
な
く
、
そ
の
「
権
利
の
制
度
」
を

つ
く
る
よ
う
な
開
明
的
企
業
家
産
が
問
題
な
の
だ
ろ
う
が
、
か
か
る
方

法
だ
け
で
は
、
当
時
の
任
意
労
働
者
委
員
会
の
性
格
を
全
面
的
に
明
ら

か
に
す
る
に
は
、
な
お
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

目
、
労
働
組
合
と
労
働
者
委
員
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
今
世

紀
初
頭
に
お
け
る
経
営
代
表
制
度
の
立
法
化
の
主
要
な
促
進
要
因
の
一

つ
を
自
由
労
働
組
合
の
右
傾
化
に
求
め
て
い
る
こ
と
の
正
当
性
を
一
応

認
め
る
と
し
て
も
、
一
体
、
当
時
の
状
況
に
お
い
て
労
働
者
委
員
会
が

労
働
組
合
あ
る
い
は
労
働
者
階
級
全
体
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
客
観
的

意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
労
働
者
委
員
会
は
企
業
家
と
労
働
者
と
の
力
関
係
に
応
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第
二
章
で
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
失
脚
後
に
議
会
を
通
過
し
た
『
ベ
ル
レ

プ
シ
ュ
法
』
の
意
義
と
そ
の
結
末
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
こ

の
営
業
条
令
の
改
正
に
よ
っ
て
、
経
営
内
の
規
則
は
も
は
や
一
方
的
な

企
業
家
の
意
志
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
ず
、
ま
た
契
約
当
事
者
間
の
私
的

問
題
で
も
な
く
な
り
、
ま
さ
し
く
「
公
的
問
題
」
に
属
す
る
よ
う
に
な

　
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
少
く
と
も
形
式
的
に
は
H
e
r
r
-
i
m
-
H
a
u
s
e
　
的

立
場
が
排
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
こ
の
改
正
法
が
「
ド

イ
ッ
経
営
制
度
と
共
同
決
定
の
発
展
の
中
で
重
要
な
切
れ
目
を
も
た
ら

し
た
」
（
三
八
五
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
実
践

的
成
果
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
、
商
工
監
督
官
の
報
告
か
ら
、
一
八
九

一
一
二
年
に
ド
イ
ッ
各
地
に
労
働
者
委
員
会
が
二
時
急
速
に
増
加
し
た

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
開
店
休
業
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
失
敗
の
原
因
と
し
て
、
こ
の
法
律
が
企

業
家
の
「
善
意
」
に
期
待
を
か
け
た
任
意
労
働
者
委
員
会
を
意
図
し
て

い
た
こ
と
と
並
ん
で
、
雇
主
の
否
定
的
態
度
、
労
働
者
側
の
不
信
と
無

関
心
、
及
び
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
の
反
動
政
治
へ
の
急
変
を
指
摘
す

る
。

　
つ
づ
く
第
三
章
で
は
、
任
意
労
働
者
委
員
会
か
ら
強
制
労
働
者
委
員

会
へ
の
発
展
と
し
て
、
鉱
山
法
の
改
正
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
の

ベ
ル
レ
プ
ン
ュ
法
と
同
じ
運
命
を
た
ど
っ
た
一
八
九
二
年
の
プ
ロ
イ
セ

ン
鉱
山
法
改
正
以
後
、
一
九
〇
〇
年
に
「
は
じ
め
て
真
の
経
営
代
表
制

的
性
格
」
を
備
え
た
バ
イ
エ
ル
ン
鉱
山
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
さ
ら

に
、
一
九
〇
五
年
に
お
け
る
ボ
サ
ド
フ
ス
キ
ー
(
A
r
t
h
u
r

G
r
a
f
v
.

P
o
s
乱
o
w
s
k
y
-
W
e
h
n
e
r
)
　
の
館
山
法
改
正
の
中
に
、
恒
常
的
労
働
者

委
員
会
設
置
の
規
定
が
ら
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
一
九
〇
五
年
の
鉱
山
法

改
正
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
、
そ
の
直
接
的
原
因
と
な
っ
た
鉱
山
労
働

者
ス
ト
ラ
イ
キ
の
経
過
を
略
述
し
、
こ
の
規
定
が
労
使
の
「
妥
協
」
の

産
物
で
あ
っ
た
た
め
、
結
局
は
両
者
の
対
立
を
克
服
し
え
ず
、
な
ん
ら

実
質
的
な
成
果
を
あ
げ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
四
章
の
問
題
は
、
一
九
〇
八
、
九
、
一
〇
年
と
三
回
に
わ
た
る
政

府
の
労
使
代
表
法
(
A
r
b
e
i
t
s
k
a
m
m
e
r
g
e
s
e
t
z
)
の
提
案
と
そ
れ
を

め
ぐ
る
帝
国
議
会
諸
政
党
間
の
対
立
に
つ
い
て
で
あ
る
。
結
論
の
み
を

示
せ
ば
、
「
階
級
対
立
を
中
和
し
、
会
議
所
の
中
で
の
実
際
的
な
職
業

上
の
協
力
に
重
き
を
お
く
」
と
い
う
意
図
で
出
さ
れ
た
こ
の
法
案
も
、

社
会
民
主
党
を
は
じ
め
と
す
る
議
会
多
数
派
の
反
対
に
あ
っ
て
不
成
立

に
終
っ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
、
著
者
が
「
産
業
臣
民
か
ら
産

業
市
民
の
形
成
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
た
ナ
ウ
マ
ン
　
(
F
r
i
e
d
r
i
c
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
４
　
４
　
１
　
４
　
４
　
　
４
　
１
　
４
　
１

2
.
a
u
m
a
n
已
を
引
合
に
出
し
て
、
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
社
会
政
策
宗
た
ち
が
、
こ
の
法
律
の
根
本
思
想

を
、
産
業
の
労
働
生
活
に
と
っ
て
将
来
唯
一
可
能
な
解
決
と
し
て
特
徴

づ
け
た
が
、
こ
れ
が
不
成
立
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
対
立
が
い

か
に
深
く
且
つ
硬
化
し
て
い
た
か
を
明
白
に
示
し
て
い
た
」
（
五
三
三

ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
の
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
八

九
一
年
以
後
の
諸
立
法
不
成
立
の
主
要
な
責
任
を
社
会
討
立
に
求
め
よ

う
と
す
る
著
者
の
見
方
が
、
こ
こ
に
も
現
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
五
章
で
は
、
今
世
紀
初
頭
以
来
の
社
会
主
義
運
動
の
新
傾
向
と

-224 －一一



じ
て
様
々
な
性
格
を
持
ち
う
る
こ
と

ー
そ
し
て
こ
の
こ
と
の
分
析
は

共
同
決
定
権
の
問
題
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
1

を
考
慮
す

る
な
ら
ば
'
本
書
で
は
か
な
り
基
本
的
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
｡

囲
､
ベ
ル
レ
ブ
シ
ュ
法
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
'
既
に
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
t
L
か
ん
､
K
･
E
･
ボ

3

ル
ン
の
研
究
に
も
消
極
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
3
'
こ
の
法
律
の

本
質
は
'
労
働
運
動
へ
の
国
家
権
力
の
新
し
い
介
入
と
し
て
理
解
さ
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

総
じ
て
'
本
書
で
は
､

1
九
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
家
権
力
の
性

格
の
問
題
に
対
し
て
な
ん
ら
の
考
察
も
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
併
せ

て
､
｢労
働
者
の
共
同
決
定
の
方
向
へ
の
社
会
的
経
営
制
度
の
発
展
｣
を

｢
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
t
の
伝
統
と
基
本
理
念
へ
の
復
帰
｣

(

五
三
五
ペ

ー
ジ
)
と
と
ら
え
る
著
者
の
基
本
的
立
場
に
問
題
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
｡

揖

O
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eft,
T
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S
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0
3
-
4
.

ヴ

ィ

ン
ク
ー

シ
ュ
タ
イ
ン
の
批
判
点
は
'
本
書
で

は
'

一､

企
業

家
支
配
力
の
自
発
的
制
限
を
促
し
た
発
展
の
必
然
性
が
明
ら
か
で

な
い
こ
と
'
二
㌧
産
業
臣
民
か
ら
産
業
市
民
へ
の
必
然
性
が
説
得

的
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
､
以
上
の
二
点
で
あ
る
O

i

V
g
L.
K
a
r
t

E
l
ic
h

B
o
r
n
,
Staat
un
d
S
ozialp
otiti..

s
e
it

B
i
sm
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ks
S
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E

in
B
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n
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c

hen
E
n
t
wi

c
k
lu
ng
d
e
s
D
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hen

R
e
ic
h
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1890-
1914
,
W
i
esbaden
1957
,
S
.99
ff.

(
一
九
六
四

･
九
)

(
山
田
高
生
)
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